
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
’
・
第
四
暑
）

二
六
　
（
三
五
四
）

カ
ー

レノ

・
ピ
ュ

ヒ
ァ

－
の
自
叙
伝
に
つ
い
て

淡
　
　
川
　
　
康

　
　
　
　
　
　
□

　
経
済
学
の
研
究
に
於
て
、
其
の
政
策
的
方
面
が
強
調
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
勢
い
独
逸
歴
史
学
派
に
依
る
史
的
研
究
方
法
に
、

一
顧
を
与
え
在
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
邦
歴
史
学
派
の
形
成
と
展
開
と
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
学
者
と
し
て
、
独
逸
薪
歴
史
学
派

の
鴻
儒
・
グ
ス
タ
ー
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
○
易
冨
く
ｃ
◎
争
昌
・
昌
３
と
併
称
さ
れ
た
、
他
〇
一
人
と
し
て
、
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ッ
ヒ
ァ
ー

（
内
邑
雲
９
胃
）
が
あ
る
こ
と
は
、
今
更
ら
言
う
ま
で
も
在
い
処
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
特
に
本
邦
の
斯
学
界
に
対
す
る
関
係
に
於

て
は
、
後
者
の
方
が
前
者
に
比
し
て
蓬
か
に
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
其
の
生
産
及
び
交
換
の
形
態
よ
り
見
て
経
済
発
展
の

段
階
を
白
足
経
済
、
都
府
経
済
、
国
民
経
済
の
三
個
に
分
説
し
た
段
階
説
は
、
本
邦
に
於
け
る
多
数
の
経
済
原
論
が
之
を
其
の
国
氏

経
済
の
発
達
を
論
す
る
の
章
に
、
祖
述
、
批
判
叉
は
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
古
く
は
河
上
肇
氏
の
「
経
済
学
原
論
」
第
四
章

第
三
節
、
福
田
徳
三
氏
の
「
国
氏
経
済
原
論
」
第
一
巻
総
論
上
冊
第
三
一
草
、
津
村
秀
松
氏
の
「
国
氏
経
済
学
原
論
」
上
巻
第
五
章
第

一
節
第
三
項
等
に
見
ら
れ
、
近
く
は
本
庄
栄
治
郎
氏
の
「
経
済
史
概
論
」
中
、
経
済
発
達
階
段
説
を
列
序
す
る
章
に
、
採
録
、
批
判

∴
し

　
地

し

　
血



さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
て
其
の
発
展
段
階
説
が
本
邦
の
経
済
学
史
上
に
占
め
る
地
位
の
深
刻
旦
つ
永
続
的
で
あ
る
ご
と
を
知
る

可
く
、
其
の
他
氏
の
論
稿
に
し
て
、
抄
訳
、
紹
介
、
又
論
評
さ
れ
て
い
る
も
の
を
揚
げ
る
な
ら
ぱ
、
枚
挙
す
る
に
違
が
な
い
で
あ
ろ

一
にう（

一
）
　
一
例
と
し
て
、
神
戸
正
雌
氏
稿
「
ピ
ュ
ッ
ヒ
ァ
ー
の
経
済
発
達
階
段
説
は
其
独
創
に
非
ず
」
（
「
経
済
論
叢
「
第
三
巻
第
三
号
）
。

　
単
行
本
の
邦
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
原
著
良
・
穿
薫
｝
。
星
｛
、
、
く
。
寿
。
。
ま
、
け
。
。
。
ブ
、
芹
－
・
が
権
田
保
之
功
氏
に
依
り
、
「
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

的
文
明
史
論
」
と
表
題
せ
ら
れ
、
叉
原
著
苧
訂
岸
…
｛
■
身
亭
昌
目
。
。
・
が
高
山
洋
吉
氏
に
依
り
、
「
労
働
と
リ
ズ
ム
」
と
云
う
題
の
下

（
二
）で

、
夫
大
逐
字
全
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
邦
訳
者
は
、
其
の
序
文
の
冒
頭
に
於
て
、
「
私
が
学
生
時
代
に
最
も
愛
読
し

た
書
が
二
つ
あ
っ
た
。
其
の
一
は
内
胃
－
雲
・
ま
グ
艮
ｏ
｝
目
薄
・
プ
冒
胴
ら
。
、
く
。
二
、
の
至
、
け
。
。
。
プ
與
津
（
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
著
「
国
民
経
済
の
成

立
」
）
で
、
他
の
一
は
雪
９
胃
ざ
ブ
オ
竃
き
胴
…
艘
。
。
。
罫
津
。
目
｛
穴
目
一
。
。
一
（
ウ
ェ
ン
テ
イ
ヒ
著
「
経
済
、
乙
芸
術
」
）
で
あ
っ
た
。
此
の
二

箇
の
経
済
学
者
の
好
著
は
遂
に
私
を
し
て
「
価
値
の
芸
術
的
研
究
」
と
い
う
卒
業
論
文
を
草
せ
し
む
る
に
至
り
、
美
術
工
芸
論
に
私

の
研
究
の
帰
結
を
発
見
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
該
書
を
謙
訳
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
巳
に
そ
の

時
代
か
ら
で
あ
っ
た
。
（
後
略
）
」
と
述
べ
て
、
邦
訳
着
手
の
動
桟
の
一
端
に
顔
れ
、
更
ら
に
続
け
て
、
「
一
前
略
）
原
著
は
題
し
て
『
国

氏
経
済
の
成
立
』
と
い
う
。
然
か
し
こ
の
題
号
は
著
考
が
巳
に
そ
の
序
文
に
の
べ
て
い
る
如
く
に
、
書
中
第
三
の
講
演
の
標
題
を
其

の
蟹
取
り
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
理
由
を
此
の
講
演
が
本
書
の
根
本
思
想
を
最
も
直
載
に
表
し
て
い
る
が
故
で
あ
る
と

云
っ
て
居
る
。
け
れ
ど
も
此
の
書
は
同
じ
く
原
著
者
の
序
文
に
あ
る
が
如
く
、
版
を
重
ぬ
る
に
伴
れ
五
講
ま
で
も
増
し
て
い
る
。
根

本
思
想
に
は
毫
末
の
変
化
は
底
い
に
し
て
も
、
其
の
彩
式
に
は
変
化
が
生
じ
て
居
る
。
而
已
な
ら
す
経
済
学
の
文
献
に
素
人
な
る
人

友
に
と
っ
て
は
『
国
民
経
済
の
成
立
』
て
ふ
名
は
本
書
全
体
の
概
念
を
把
提
す
る
に
少
ヵ
不
便
の
感
が
あ
る
。
葱
に
於
て
私
は
『
経

　
　
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヒ
ァ
ｉ
の
白
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
三
五
五
）

告
一
．
一

一
亀
　
、
　
、
一
、
、



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
三
五
六
）

済
的
文
明
史
講
』
と
い
う
原
書
の
何
処
の
頁
に
も
表
わ
さ
れ
て
居
在
い
全
然
別
の
名
を
以
て
之
に
冠
す
る
こ
と
に
し
た
。
蓋
し
ビ
ュ

ヒ
ァ
ー
の
意
、
経
済
的
文
明
の
側
面
を
抽
出
し
来
っ
て
、
以
て
人
類
進
化
の
史
跡
を
整
理
せ
ん
と
す
る
史
論
を
草
せ
ん
と
す
る
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
と
封
度
し
得
ら
る
る
が
故
で
あ
る
。
（
後
略
）
Ｌ
。
こ
の
訳
者
序
文
中
よ
り
摘
出
し
た
一
、
二
の
断
節
は
、
叉
以
て
本
書

全
般
の
梗
概
を
伺
わ
し
め
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
本
書
の
邦
訳
は
、
権
田
氏
に
依
る
も
の
の
他
に
、
す
で
に
１
福
田
徳
三

氏
が
雑
誌
「
経
済
世
界
」
に
、
「
経
済
進
化
論
」
と
題
し
て
連
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
同
誌
廃
刊
の
為
め
絶
稿
と
な
っ
て
遂
に

完
結
せ
す
、
其
の
後
之
を
全
訳
し
た
の
は
、
権
田
氏
の
労
作
で
あ
る
。
原
著
は
経
済
学
の
世
界
的
文
献
と
し
て
、
浴
ね
く
欧
米
各
国

に
行
わ
れ
、
既
に
英
、
仏
、
露
、
伊
、
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
五
国
語
に
翻
訳
せ
ら
れ
、
其
の
英
訳
は
ウ
ィ
ツ
ケ
ツ
ト
（
妻
鼻
ｇ
氏
の
手
に

成
り
、
「
産
業
進
化
論
」
（
Ｈ
己
易
巨
竺
卑
Ｏ
－
茎
昌
）
と
云
う
題
号
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
労
働
と
リ
ズ
ム
」
の
邦
訳

者
・
高
山
氏
は
、
其
の
「
訳
者
の
言
葉
」
と
題
す
る
戯
文
の
中
で
、
「
へ
前
略
）
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
博
士
の
こ
の
書
は
、
労
働
と
リ
ズ
ム
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
独
創
的
な
理
論
を
基
礎
に
、
東
西
古
今
の
作
業
歌
二
百
八
十
七
歌
を
系
統
的
に
集
め
て
、
リ
ズ
ム
と
歌
と
が
労
働

に
及
ぼ
す
作
用
を
実
証
的
に
研
究
し
た
も
の
で
、
経
済
吏
学
の
上
か
ら
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
吾
戊
が
現
在
当
面

し
て
い
る
経
済
的
及
び
杜
会
的
生
活
の
上
に
幾
つ
か
の
重
要
な
示
唆
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
例
え
ぱ
学
校
に
於
け
る
体
育
に
音
楽
や

舞
踊
が
取
入
れ
ら
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ
が
科
学
的
研
究
は
ま
だ
蓼
六
た
る
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
的
工
場
に
。
於
て
現

在
リ
ズ
ム
を
利
用
し
、
音
楽
の
力
を
用
い
て
作
業
の
規
整
・
軽
減
、
ひ
い
て
は
そ
の
能
力
向
上
労
働
者
の
厚
生
・
福
祉
増
進
の
企
図

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
面
の
研
究
も
ま
だ
ご
れ
か
ら
の
観
が
あ
る
。
（
前
略
）
」
と
述
べ
て
、
本
書
邦
訳
の
持
つ
意
義
の
一
端

に
顔
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
著
考
は
本
書
の
開
巻
努
頭
に
於
て
、
「
労
働
は
一
切
の
経
済
的
現
象
の
出
発
点
を
成
し
て
い
る
に
も

拘
ら
す
、
こ
の
労
働
の
本
質
が
国
民
経
済
学
者
に
よ
っ
て
根
本
的
に
研
究
さ
れ
た
の
は
、
今
ま
で
の
所
、
甚
だ
稀
で
あ
る
。
多
く
は

片
－

＾
」



こ
れ
を
一
箇
の
経
済
的
範
犠
と
し
て
取
扱
い
、
ご
の
労
働
の
心
理
的
及
び
杜
会
倫
理
的
な
面
に
も
立
入
る
と
、
既
に
余
計
な
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
呼
号
し
、
労
働
に
対
す
る
、
歴
史
派
独
白
の
、
広
汎
恋
杜
会
経
済
史
的
研
究
の
必
要
を

提
唱
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
趣
味
の
広
い
こ
と
は
、
本
書
が
音
楽
科
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
亦
、
到
－
底
閑
却
し
得
可
か
ら
ざ
る
一

文
献
と
淀
っ
て
い
る
の
に
見
て
も
、
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．

　
以
上
、
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
原
著
に
な
る
、
二
種
の
邦
訳
書
に
就
て
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
私
の
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

是
等
が
何
れ
も
正
式
の
翻
訳
権
を
獲
得
す
る
に
至
ら
す
し
て
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
、
そ
の
学
問
的
欠
陥
が
潜
む
の
で
あ
る
。
是
等

両
邦
訳
書
の
何
れ
を
見
て
も
、
訳
書
の
一
般
的
慣
例
と
な
っ
て
い
る
如
き
、
原
著
者
叉
は
出
版
書
韓
と
の
謙
訳
に
類
す
る
交
渉
の
顛

末
に
触
れ
た
言
辞
は
、
一
と
し
て
見
出
さ
れ
在
い
の
で
あ
る
。
尤
も
高
山
氏
の
訳
書
は
昭
和
一
九
年
六
月
三
〇
日
に
初
版
が
発
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
雲
未
だ
収
ら
ざ
る
時
で
は
あ
り
、
か
か
る
交
渉
に
及
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
事
情
も
め
る
で
あ
ろ
う

が
、
何
れ
に
し
て
も
、
筆
者
は
正
式
に
謙
訳
権
を
獲
得
し
た
、
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
氏
の
原
書
を
邦
訳
し
度
い
念
願
を
養
う
こ
と
は
、
一
朝

一
夕
で
は
荏
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
ご
こ
に
問
題
に
し
て
い
る
邦
訳
書
の
一
で
あ
る
、
権
田
氏
の
労
作
は
、
ビ
一
一
ヒ
ァ
て
氏
の
原
著

の
第
一
集
に
止
り
、
第
二
集
に
は
着
手
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
が
何
故
に
第
一
集
だ
け
で
欄
筆
さ
れ
た
の
か
、
其
の
間
の
事

情
は
之
を
察
知
す
る
由
も
淀
い
の
で
あ
る
が
、
曽
て
氏
と
同
僚
と
し
て
大
原
社
会
問
題
研
究
所
で
机
を
並
べ
て
い
ら
れ
た
林
教
授
の

談
に
依
れ
ば
、
結
局
煩
し
い
蘇
訳
の
仕
事
で
あ
り
、
且
つ
は
第
二
集
は
第
一
集
に
比
し
て
更
に
難
解
な
論
文
も
多
く
含
れ
て
い
る
事

借
に
基
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
此
思
い
続
け
た
筆
者
は
、
是
非
第
二
集
の
邦
訳
、
而
か
も
正
式
に
翻
訳
権

を
獲
得
し
て
後
に
。
之
を
遂
行
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
惜
か
ら
、
出
版
書
韓
と
邦
訳
詐
可
の
交
渉
を
初
め
た
の
で

あ
る
が
、
予
期
の
通
り
の
難
関
で
、
容
易
に
打
開
さ
る
可
き
形
勢
も
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
起
稿
、
送
付
し
た
、
「
力
ー

　
　
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
自
叙
伝
に
。
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
三
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
．
第
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
三
五
八
）

ル
．
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
と
目
本
の
経
済
学
」
と
題
す
る
独
文
の
小
稿
が
、
意
外
に
も
事
情
を
妊
転
せ
し
め
る
動
機
と
な
り
、
元
よ
り
煩
蓑

且
つ
厳
格
在
条
件
を
前
提
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
遂
に
は
邦
訳
権
の
無
償
譲
渡
と
云
う
、
斯
界
と
し
て
は
破
格
の
恩
恵
に
浴
し
た
次

第
で
あ
る
。
筆
者
に
取
っ
て
は
楚
に
過
分
の
取
扱
い
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
是
非
其
の
任
務
を
完
成
す
可
く
決
意
を
固

め
、
巳
夜
訳
著
執
筆
の
稿
を
急
い
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
過
般
も
恩
師
・
宮
田
教
授
に
之
を
諮
っ
た
処
、
小
挙
を
賛
せ
ら
れ
る
と
同

時
に
、
ビ
ュ
ヒ
ァ
丁
氏
の
学
説
を
検
討
、
精
研
す
る
に
は
、
合
せ
て
参
考
に
資
す
可
き
一
書
あ
り
と
て
、
そ
の
書
架
よ
り
取
り
串
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

れ
た
冊
子
は
、
「
生
活
回
顧
」
と
題
す
る
、
氏
の
自
叙
伝
で
あ
っ
た
。
此
書
籍
は
数
あ
る
、
ビ
ュ
ヒ
ァ
丁
氏
の
労
作
の
中
で
は
、
割

合
に
知
ら
れ
て
い
な
い
様
で
も
あ
り
、
且
つ
可
な
り
の
稀
少
性
も
あ
る
の
で
、
ご
こ
に
其
の
一
端
に
就
て
、
記
述
、
考
究
し
て
見
よ

う
。

　
（
一
）
　
権
田
保
之
功
訳
．
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
経
済
的
丈
明
史
論
・
大
正
六
年
初
版
、
大
正
一
〇
年
改
刻
二
版
。

　
（
二
）
　
高
山
洋
吉
訳
．
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヒ
ア
ー
労
働
と
リ
ズ
ム
・
昭
和
一
九
年
初
版
。

　
（
三
）
　
穴
一
巾
饒
ｏ
｝
ｏ
『
一
＞
『
げ
ｏ
岸
目
目
ｑ
肉
プ
Ｋ
け
｝
員
；
ｏ
〇
一
〇
〇
一
＞
目
申
ｏ
ｏ
．
－
一

　
（
四
）
　
｛
．
団
饒
ｏ
ケ
０
ｈ
…
■
ｏ
げ
¢
冒
ｏ
ｏ
ｏ
ユ
目
目
０
Ｈ
ｓ
目
ｏ
ｑ
ｏ
目
．
－
一
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ｑ
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Ｈ
り
Ｈ
ｏ
．
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二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
，

　
一
人
の
偉
大
な
る
学
者
の
学
説
は
、
其
の
経
過
し
来
れ
る
生
涯
、
叉
其
の
置
か
れ
た
社
会
的
環
境
に
深
く
影
響
さ
れ
る
ご
と
は
、

多
く
の
実
例
が
教
え
る
処
で
め
る
が
、
今
ビ
ュ
ヒ
ァ
丁
氏
の
場
合
に
就
て
、
其
の
旨
叙
伝
と
学
説
構
成
と
の
関
係
が
如
何
に
観
察
さ

れ
る
か
を
、
白
叙
伝
中
の
、
若
干
の
事
実
を
引
用
し
て
、
記
し
て
見
よ
う
。

…
二－二

上
山

ｋ

－
」



「
国
氏
経
済
成
立
起
涙
論
」
の
第
一
集
、
第
二
集
を
通
し
て
、
自
給
自
足
的
産
業
と
し
て
の
農
業
の
特
色
が
詳
述
さ
れ
て
居
り
、
殊

に
第
二
集
に
は
其
の
第
三
講
に
、
「
農
業
」
（
巨
邑
三
ま
ｇ
筆
）
と
題
す
る
独
立
の
研
究
が
収
録
さ
れ
て
い
る
し
、
其
の
他
随
処
に
農

業
に
■
関
す
る
、
鋭
利
な
観
察
が
ひ
ら
め
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
流
通
経
済
の
究
極
の
段
階
と
し
て
の
国
民
経
済
の
特
徴
を
叙
述
し
て

か
ら
、
「
、
勿
論
総
て
の
経
済
が
発
農
の
、
同
一
段
階
に
。
到
達
し
た
と
云
う
の
で
は
た
く
し
て
、
工
業
的
企
業
家
、
商
人
、
銀
行
宗
、

都
市
の
手
工
業
者
、
公
的
並
び
に
私
的
職
員
、
一
般
勤
労
者
、
工
業
労
働
者
の
み
で
あ
っ
て
、
一
方
其
の
需
要
品
の
大
部
分
を
自
か

ら
生
産
す
る
農
民
、
農
稗
を
兼
営
す
る
、
田
舎
の
手
工
業
者
、
給
料
を
実
物
で
支
給
さ
れ
る
農
業
労
働
者
、
是
等
の
人
大
は
何
れ
も

肯
お
今
の
段
階
と
以
前
の
発
展
段
階
の
、
両
者
の
原
則
に
よ
っ
て
、
其
の
経
済
を
営
む
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
其
の
需
要
を
彩

成
す
る
に
当
っ
て
も
、
近
代
の
都
会
人
に
比
す
れ
ば
、
一
層
多
く
の
、
古
い
慣
習
と
、
而
し
て
近
隣
の
判
断
に
依
存
す
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

が
、
都
会
人
は
其
の
様
な
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
叉
近
代
に
於
け
る
家
政
の
特
徴
を
叙

述
す
る
に
際
し
て
、
「
近
代
の
家
政
は
、
前
の
時
代
に
比
す
れ
ぱ
、
安
定
性
が
少
い
と
云
う
ご
と
も
、
其
の
特
徴
で
あ
り
、
習
慣
以

外
の
要
求
に
は
、
前
の
時
代
に
ー
比
し
て
、
適
応
力
が
一
層
僅
か
で
あ
る
。
荷
お
五
〇
年
前
に
は
、
ど
の
家
政
も
其
の
使
用
財
の
中
に

は
、
例
え
ば
亜
麻
布
、
罐
詰
野
菜
、
乾
燥
果
実
、
塩
漬
叉
は
簾
製
に
依
る
肉
類
の
如
き
、
貯
蔵
品
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
現

今
に
１
於
て
は
、
万
事
は
需
要
の
瞬
間
に
、
而
か
も
少
量
づ
つ
買
い
求
め
る
ご
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
若
し
田
舎
の
徒
弟
が
其
の
全

家
族
で
都
会
の
親
戚
を
訪
問
す
る
な
ら
ぱ
、
其
の
計
画
を
予
知
し
て
、
万
事
を
充
実
し
て
待
っ
て
い
る
親
戚
は
、
宛
か
も
其
の
日
が

総
て
の
店
舗
の
閉
鎮
さ
れ
て
い
る
目
曜
日
で
あ
っ
て
も
、
何
等
狼
狽
す
る
処
な
き
も
、
若
し
其
の
一
行
が
家
庭
の
食
卓
で
饗
応
さ
れ

る
代
り
に
、
料
亭
に
案
内
さ
れ
た
在
ら
ば
、
彼
等
は
あ
は
て
て
不
思
議
に
思
い
、
種
六
粗
忽
た
る
件
が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
（
二
）

と
記
し
て
い
る
。

　
　
ヵ
－
ル
．
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
自
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
三
五
九
）

乳
・
，
．
糾
、
．
喝



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
ご
ニ
ハ
○
）

　
以
上
に
掲
げ
た
一
、
二
の
断
片
に
よ
っ
て
も
分
る
通
り
、
か
か
る
、
微
に
入
り
、
細
を
穿
っ
た
農
村
描
写
は
、
如
何
に
峻
敏
な
観

察
眼
を
宥
す
る
人
と
難
も
、
白
身
を
農
村
の
環
境
に
置
い
た
者
で
な
け
れ
ば
、
為
し
能
わ
ざ
る
処
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
事
例
を
我

国
の
学
者
に
就
て
求
め
る
な
ら
ば
、
荻
生
租
休
も
た
し
か
に
其
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
租
休
は
其
の
一
四
歳
の
時
父
の
方
庵
が
東
に
座

し
て
上
総
国
長
良
郡
本
能
村
に
配
流
せ
ら
る
る
や
、
共
に
其
の
地
に
赴
き
辛
惨
を
嘗
む
る
こ
と
十
二
年
、
二
五
歳
の
時
、
赦
さ
れ
て

江
戸
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
間
彼
は
寒
村
の
田
父
野
老
と
接
す
る
の
み
で
、
勉
学
の
途
在
く
、
好
学
心
は
甚
し
く
抑
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
之
が
却
て
地
方
農
村
生
活
を
知
る
機
会
を
得
、
後
年
に
於
け
る
「
武
士
土
着
論
」
其
の
他
実
際
事
借
に
立
脚
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

彼
の
論
策
は
、
多
く
は
其
の
南
総
の
生
活
に
よ
っ
て
得
た
処
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
「
生
活
回
顧
」
の
中
で
、

農
村
に
人
と
為
り
、
其
の
少
年
時
代
の
、
色
六
の
出
来
事
を
斜
述
し
た
断
片
に
、
次
の
様
な
一
節
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
「
田

舎
の
環
境
に
於
て
は
、
総
て
の
杜
会
的
評
価
は
土
地
の
所
有
と
云
う
ご
と
を
基
準
に
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
総
て
の
顧
慮
は
天

侯
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、
而
し
て
総
て
の
会
語
は
作
柄
の
状
態
或
い
は
家
畜
の
生
育
を
中
心
に
し
て
取
り
交
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
で
も
私
は
展
共
次
の
様
在
こ
と
を
不
思
議
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
却
ち
私
は
私
の
父
の
工
業
経
営
を
総
て
の
、
其
の
詳
細
の
点

に
於
て
精
し
く
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
処
で
叉
最
も
簡
単
な
労
働
自
体
を
実
行
す
可
き
気
持
ち
に
は
一
度
も
な
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
然
る
に
農
業
上
の
経
営
に
属
し
た
、
総
て
の
こ
と
は
、
最
少
年
時
代
か
ら
手
づ
か
ら
遂
行
す
る
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

今
で
も
私
は
指
の
処
に
一
の
刀
痕
を
示
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
之
は
穀
物
を
切
る
際
の
、
正
し
く
在
い
、
鎌
の
打
ち
方
か
ら
来
て
い

る
の
で
あ
る
。
生
徒
で
あ
っ
た
時
に
、
私
は
ボ
ン
（
国
・
旨
）
の
近
傍
で
、
つ
め
草
を
刈
り
取
る
際
の
、
彼
の
、
辛
い
労
働
を
慨
い
て

い
た
処
の
農
家
か
ら
大
鎌
を
買
い
取
っ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
私
は
其
の
労
働
を
叉
為
し
得
る
ご
と
を
彼
に
示
し
て
、
彼
を
少
か
ら

す
驚
か
し
た
の
で
あ
る
。
私
が
一
四
歳
の
時
に
、
私
の
父
が
私
に
耕
転
す
る
こ
と
を
教
え
る
ま
で
は
、
じ
っ
と
し
て
は
い
な
か
っ
た



の
で
あ
る
。
而
し
て
晩
秋
の
終
り
に
総
て
の
、
吾
等
の
、
切
株
の
耕
地
が
私
自
身
の
手
で
掘
り
返
さ
れ
て
梨
の
跡
が
つ
い
て
い
た
時

に
は
、
如
何
に
私
は
得
意
で
あ
っ
た
ろ
う
。
荷
お
生
徒
の
時
に
■
、
私
は
燕
麦
を
刈
．
り
取
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
而
し
て
仮
令
私

は
後
に
な
っ
て
其
の
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
廿
云
え
、
其
の
ご
と
に
就
て
重
荷
を
負
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
や
同
じ
耕
地
の
上
で
は
、
刈
り
取
り
機
が
使
用
さ
れ
て
居
り
、
而
し
て
以
前
に
１
は
数
週
間
継
続
し
た
処
の
収
獲
は
数
日
に
ー
集
積
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

れ
一
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｌ
。

　
而
し
て
都
会
人
と
農
村
住
氏
と
の
、
生
活
労
苦
を
比
較
し
て
い
る
断
片
は
、
最
も
興
昧
を
覚
え
る
。
次
に
摘
録
し
て
見
よ
う
、

「
野
仕
事
は
極
め
て
簡
単
在
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
野
仕
事
で
も
、
其
の
特
別
な
遣
り
方
が
あ
り
、
若
し
其
の
遺
り
方

が
効
験
あ
る
様
に
行
わ
る
可
き
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
之
を
知
り
、
而
し
て
出
来
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
農
民
が
夕
方
に
帰
宅
す
れ
ば
、
彼

は
文
字
通
り
に
疲
労
し
、
耐
し
て
早
く
其
の
住
い
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
る
。
彼
を
眠
ら
す
様
に
、
歌
を
う
た
う
必
要
は
な
い
◎
男

は
如
何
に
早
く
年
を
取
る
か
、
而
し
て
女
は
如
何
に
速
か
に
其
の
美
を
失
う
か
、
其
の
こ
と
に
就
て
は
、
展
火
驚
か
さ
れ
る
ご
と
が

あ
る
。
而
か
も
、
生
活
苦
は
彼
等
に
は
都
会
住
氏
に
於
る
が
如
く
に
、
直
接
仁
迫
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
、
都
会
人
の
全
需
要
は
絶
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
．

す
新
た
に
貨
幣
彫
態
を
採
る
の
で
あ
る
。
」
。
　
其
の
立
定
し
た
経
済
発
展
段
階
説
で
あ
る
、
家
内
経
済
、
都
市
経
済
及
び
国
氏
経
済

の
三
区
劃
は
、
生
産
消
費
道
程
の
長
短
か
ら
見
れ
ば
、
対
等
の
地
位
を
有
す
る
様
で
あ
る
が
、
ビ
ュ
ツ
ヒ
ァ
Ｔ
が
之
と
対
照
せ
し
め

た
名
称
、
却
ち
交
換
な
き
経
済
、
直
接
交
換
及
び
貨
物
循
環
の
三
者
に
就
て
考
え
る
な
ら
ぱ
、
最
初
の
家
内
経
済
は
白
給
自
足
の
段

階
で
あ
り
、
後
の
二
者
は
何
れ
も
流
通
経
済
の
時
代
で
あ
る
。
而
し
て
流
通
経
済
と
云
う
ご
と
の
、
最
も
明
冑
な
特
徴
は
、
吾
人
の

経
済
を
立
て
る
の
に
凡
て
貨
幣
金
銭
に
換
算
し
て
財
貨
を
遺
り
取
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
吾
人
の
経
済
上
の
現
象
は
直
接
叉
は
間
接

に
貨
幣
に
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
自
足
経
済
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣
と
は
全
然
関
係
を
有
せ
す
、
此
の
発
展
段
階
説
に
於

　
　
カ
ー
ル
．
ピ
ュ
ヒ
ア
ー
の
白
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
三
六
一
）
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訟
圭
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し
｛
　
．
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一
、
訂
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パ



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
一
一
ニ
ハ
ニ
）

け
る
本
質
的
区
別
が
、
こ
こ
に
抜
率
し
た
、
氏
の
農
村
描
写
の
一
端
に
も
、
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
権
田
氏
は
其
の
「
経
済
的
文
明
史
論
」
の
序
に
於
て
、
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
の
文
章
を
賞
讃
し
て
、
、
「
ま
た
彼
の
文
に
至
っ
て
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

論
陣
の
堂
享
の
行
文
の
流
達
洛
陽
の
大
道
を
銀
警
昏
駆
る
の
慨
が
あ
る
。
」
と
蓉
し
て
い
見
る
の
で
あ
る
。
私
喜
一
の

原
著
を
読
み
行
く
裡
に
、
其
の
形
容
が
真
実
で
あ
る
ご
と
を
痛
感
し
た
の
で
協
っ
て
、
殊
に
各
文
章
は
比
較
的
短
文
で
綴
ら
れ
、
而

か
美
韻
・
含
蓄
を
以
て
寸
鉄
人
を
刺
す
の
特
色
が
、
明
か
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
消
息
を
、
権
罠
は
「
そ
の
論

陣
ひ
堂
六
」
と
云
う
文
句
で
表
現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
様
に
観
察
し
て
、
其
「
白
叙
伝
」
を
読
む
と
、
夙
に
氏
の
行
文
“

影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
一
記
事
が
、
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
目
く
、
「
私
の
父
は
彼
の
説
話
格
一
一
一
目
（
ｏ
ｏ
。
、
｝
。
｝
ま
、
け
。
、
）
を
混
入

す
る
こ
と
を
好
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
是
等
の
中
の
少
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
私
の
全
生
涯
を
通
し
て
私
に
残
る
様
に
な
っ
た
の

で
あ
る
・
是
等
の
中
の
若
干
の
も
の
は
、
彼
に
は
個
性
的
に
独
自
在
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
他
の
も
の
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と

継
承
さ
れ
て
了
一
た
処
の
古
為
続
物
で
あ
一
（
苧
。
氏
が
整
の
、
菜
主
義
経
営
侯
る
新
聞
企
業
の
一
大
特
色
を
道
破
し
た
、

「
現
代
の
新
聞
は
広
告
と
共
に
記
事
を
売
る
事
業
な
り
。
」
と
云
う
、
有
名
な
立
言
、
叉
「
薪
聞
の
発
行
者
は
彼
の
編
輯
の
労
作
が
其
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八
）

の
新
聞
に
確
保
す
る
様
に
な
っ
た
処
の
読
者
圏
を
、
あ
ら
ゆ
る
、
支
払
能
力
あ
る
私
的
関
係
へ
売
↓
付
け
る
の
で
あ
る
。
」
と
云
う

記
述
等
・
短
言
の
裡
、
克
く
事
物
の
問
題
点
を
洞
察
せ
し
め
る
手
法
は
、
氏
の
、
か
か
る
螢
言
愛
好
僻
か
ら
来
て
い
る
一
面
が
あ
る

こ
と
も
、
看
過
し
得
な
い
処
で
あ
ろ
う
。

　
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
氏
の
伝
記
を
叙
す
る
も
の
、
必
す
氏
を
以
て
史
的
研
究
に
名
あ
り
と
云
う
一
節
を
挿
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
様
で
あ

る
・
成
る
程
氏
は
経
済
史
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
其
の
開
拓
さ
れ
た
業
績
分
野
に
至
っ
て
は
、
必
す
し
も
単
に
・
歴
史
的
研
究
の

範
囲
に
踊
燭
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
氏
の
生
れ
故
郷
で
あ
る
キ
ー
ル
ベ
ル
ク
（
５
。
｝
。
、
ｏ
ｑ
）
の
近
郊
に
は
、
極
め
て
多
数
の
森
林



名
及
び
草
野
名
が
あ
り
、
為
に
ど
の
森
林
の
一
部
及
び
草
野
の
一
部
も
、
殆
ど
其
の
固
有
の
名
称
の
な
い
も
の
は
恋
い
こ
と
を
叙
述

（
九
）

し
、
此
記
事
を
受
け
て
、
次
の
如
く
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
、
「
言
語
史
的
な
傾
向
が
私
に
其
対
象
を
一
屑
接
近
せ
し
め
た
時
に
、

以
上
の
様
な
こ
と
を
、
私
は
後
年
に
。
於
て
も
亦
試
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
私
は
史
前
の
墓
石
及
び
古
代
の
鋳
鉄
場

の
痕
を
、
す
で
に
中
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
時
に
森
林
の
中
で
熱
心
に
探
求
し
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
若
し
私
が
仮
り
に
之
に
対
す

る
手
段
を
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
好
ん
で
発
掘
を
企
図
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
に
恐
ら
く
ど
ん
な
学
考
生
活
で
も
、
歴
史
的
遺

物
を
過
度
に
尊
重
す
る
一
時
期
が
あ
る
、
而
し
て
之
を
尊
重
す
る
ご
と
に
ー
於
て
、
現
在
の
薪
鮮
な
生
活
を
余
り
に
も
容
易
に
忘
れ
勝

ち
で
あ
り
、
此
の
新
鮮
淀
生
活
は
叉
其
の
権
利
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
仮
令
私
の
故
郷
の
原
野
は
私
に
多
く
の

謎
を
課
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
何
等
の
考
在
し
に
是
等
の
も
の
を
看
逃
し
た
の
で
は
な
い
。
吾
人
の
生
地
に
於
け
る
よ
り
も
、
寧
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〇
）

ろ
ア
テ
ネ
人
の
牙
城
叉
は
羅
馬
の
市
場
に
糖
通
す
る
方
が
、
恐
ら
く
我
等
の
教
育
の
叉
一
目
標
で
あ
る
。
」
。
此
一
節
は
単
な
る
荷

古
癖
に
耽
る
こ
と
を
深
く
警
戒
し
て
い
る
も
の
と
見
る
可
く
、
経
済
史
研
究
の
態
度
は
絶
え
す
現
在
の
経
済
現
象
と
関
聯
を
保
ち
つ

つ
進
め
ら
れ
在
け
れ
ば
友
ら
ぬ
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
示
峻
こ
そ
は
、
後
年
氏
の
業
績
の
中
で
最
も
有

名
在
論
稿
と
在
っ
て
い
る
「
国
民
経
済
の
成
立
」
（
９
・
塁
薄
・
ぎ
畠
宗
・
＜
◎
寿
。
。
三
ま
・
茅
３
の
冒
頭
で
、
経
済
発
展
段
階
説
の
意

義
を
強
調
し
た
一
論
旨
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
日
く
「
従
来
の
研
究
法
の
不
完
全
在
り
し
こ
と
を
最
も
明
か
に
認
め

得
る
も
の
は
、
旧
き
時
代
の
経
済
、
或
は
文
化
未
だ
開
け
ざ
る
艮
族
の
経
済
に
対
し
、
現
代
の
文
明
人
の
経
済
方
法
を
区
別
す
る
特

徴
を
与
う
る
其
の
方
法
、
即
ち
之
で
あ
る
。
ご
の
特
徴
を
与
う
る
こ
と
は
、
所
謂
進
化
の
段
階
を
立
つ
る
の
謂
で
あ
っ
て
、
其
の
各

段
階
に
附
し
た
る
各
称
に
よ
り
て
、
経
済
史
的
進
化
段
階
の
主
相
を
、
暗
語
式
に
云
い
表
わ
す
こ
と
で
あ
る
。

　
此
の
如
き
「
経
済
的
段
階
」
を
立
つ
る
こ
と
は
、
こ
れ
学
問
研
究
上
挟
く
可
か
ら
ざ
る
手
段
で
あ
っ
て
、
依
っ
て
以
て
経
済
学
説
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が
経
済
史
的
研
究
材
料
を
善
用
し
得
る
唯
一
の
方
法
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
経
済
的
進
化
段
階
は
、
か
の
歴
史
家
が
そ
の

材
料
を
分
類
し
い
る
時
代
分
け
と
は
、
之
を
同
一
に
見
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
歴
史
家
に
あ
り
て
は
、
一
「
時
代
」
内
に
生
起
せ
る
重
要

事
項
の
一
切
を
挙
げ
て
数
え
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
家
に
ー
於
て
は
却
ち
然
ら
す
。
彼
が
立
つ
る
段
階
な
る
も
の
は
、
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

だ
常
規
の
事
相
を
の
み
表
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
偶
発
の
事
項
は
、
平
然
之
を
過
眼
し
去
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
」
。
斯
の
如
く
概

念
的
に
歴
史
を
見
る
こ
と
は
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
一
ミ
・
ｏ
り
・
昌
訂
３
と
並
ん
で
、
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
研
究
方
法
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
処
で

あ
り
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
て
バ
ー
（
量
ミ
争
ｏ
、
）
の
所
謂
理
想
型
（
冨
８
写
ｏ
易
）
な
る
も
の
も
、
之
に
一
の
形
式
を
打
ち
立
て
た
も
の

　
（
二
一
）

で
あ
る
。
’

　
然
し
一
の
発
展
段
階
に
於
て
、
其
特
徴
的
事
実
を
抽
出
し
、
樋
念
を
構
成
す
る
場
合
に
於
て
は
、
其
が
確
実
な
歴
史
的
材
料
の
上

に
組
み
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
氏
が
其
の
白
叙
伝
の
中
で
、
次
の
如
く
、
都
市
制
度
の
研
究
と

並
ん
で
、
個
カ
の
地
方
史
の
精
査
の
必
要
を
促
し
て
い
る
事
実
は
、
資
料
を
悉
皆
網
羅
す
る
こ
と
こ
そ
、
確
固
た
る
観
念
を
作
る
唯

一
の
方
途
で
あ
る
ご
と
を
、
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
目
く
「
個
々
の
町
村
の
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
都
市
制
度
、
又
は
個
戊

の
、
旧
い
都
市
団
体
の
起
源
の
歴
史
を
考
究
す
る
こ
と
よ
り
も
、
蓬
か
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
云
う
ご
と
を
、
私
は
後
に
在
っ
て
展
ヵ

考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
こ
と
が
出
来
た
で
も
あ
ろ
う
処
の
、
大
低
の
人
六
に
と
っ
て
は
、
個
大
町

村
の
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
諦
め
の
念
に
満
ち
た
仕
事
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
而
し
て
期
待
さ
る
可
き
結
果
は
、
彼
等
に

と
っ
て
は
、
僅
か
の
価
値
の
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
訳
で
あ
っ
て
、
社
会
の
深
底
部
は
其
の
歴
史
的
生
成
に
於
て
は
解

明
さ
れ
在
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
社
会
体
の
諸
尖
端
を
照
ら
す
、
弱
い
陽
光
は
、
此
の
底
部
を
温
め
る
こ
と

が
出
来
友
い
の
で
あ
る
。
若
し
晋
人
が
歴
史
的
に
到
る
処
堀
り
下
げ
る
な
ら
ぱ
、
吾
人
は
現
在
を
初
め
て
一
層
よ
く
理
解
す
る
で
あ



ろ
う
。
後
年
に
教
授
と
な
っ
て
、
私
は
、
若
し
学
生
に
し
て
地
方
か
ら
来
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、
好
ん
で
彼
等
の
故
郷
の
町
村
の
経

済
事
情
を
描
写
す
る
ご
と
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
若
し
彼
等
が
此
の
描
写
を
把
握
し
て
了
っ
た
な
ら
ば
、
彼
等
は
叉
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ニ
）

理
論
を
も
、
一
層
よ
く
理
解
し
た
ご
と
を
如
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｌ
。

　
「
国
民
経
済
成
立
起
源
論
」
の
第
二
集
中
で
最
も
長
文
の
諭
稿
は
、
其
の
十
一
篇
と
し
て
収
録
さ
れ
て
、
い
る
「
消
費
」
（
ま
穴
ｇ
・

。
。
目
冒
一
－
。
。
）
と
題
す
る
一
章
で
あ
る
が
、
氏
は
此
論
文
に
於
て
、
近
代
の
生
産
が
所
謂
大
量
生
産
の
法
則
に
依
っ
て
個
性
が
漸
次
没
却

さ
れ
る
こ
と
を
慨
歎
し
、
出
来
る
在
ら
ぱ
、
消
費
生
活
の
面
に
ー
於
て
人
間
の
個
性
を
永
く
確
保
す
可
き
こ
と
を
主
唱
し
、
例
に
－
よ
っ
て

歴
史
的
に
・
比
較
考
察
を
遂
げ
て
、
経
済
が
発
達
す
る
と
、
生
産
と
消
費
と
が
分
離
し
て
営
ま
れ
、
か
く
し
て
消
費
が
独
立
し
て
形
成

さ
れ
得
る
限
り
、
以
前
の
経
済
段
階
に
見
る
如
き
、
其
倫
理
的
風
味
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
昔
の
花
嫁
は
其
の

嫁
入
仕
度
の
品
犬
を
永
年
に
亘
る
、
自
己
の
労
働
に
よ
っ
て
自
か
ら
集
め
、
叉
は
旨
分
で
選
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
是
等
の
人
六
は

芙
の
、
リ
ン
ネ
ル
の
容
れ
て
あ
る
箪
笥
を
、
都
会
の
女
達
と
は
ま
る
で
異
っ
た
思
い
で
眺
め
、
叉
之
を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

郡
会
の
女
達
は
芙
の
倉
庫
に
於
る
家
具
を
、
僅
か
数
島
で
買
い
集
め
書
と
が
巣
る
の
で
箏
」
と
極
め
毒
妙
な
心
理
描

写
を
行
っ
て
い
る
が
、
之
は
氏
の
旨
叙
伝
に
於
る
次
の
様
な
、
白
か
ら
の
体
験
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
ご
と
を
想
う
時
、
一
段
と
深
い

興
味
を
以
て
我
等
に
追
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
冒
く
、
「
私
は
音
の
家
婦
、
却
ち
芙
の
洗
濯
物
を
容
れ
る
箪
笥
が
亜
麻
布
の
貯
え
で

満
さ
れ
、
是
等
の
貯
え
の
為
に
は
彼
女
と
恐
ら
く
は
既
に
彼
女
の
母
及
び
祖
母
が
赫
を
嘗
身
で
紡
ぎ
、
而
し
て
是
等
が
父
よ
り
受
け

た
方
法
で
晒
さ
れ
た
、
こ
の
様
な
環
境
に
置
か
れ
た
家
婦
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
な
ら
ぱ
、
其
を
使
用
す
る
に
当
っ
て
は
・
総
て
の

も
の
が
短
時
間
で
商
人
か
ら
調
達
せ
ら
れ
、
而
し
て
其
の
物
品
の
工
場
在
庫
品
へ
は
何
等
の
思
い
も
馳
せ
な
い
現
在
に
於
る
と
は
・

全
く
異
っ
姦
じ
の
橿
が
去
と
し
岳
て
菱
垢
違
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
今
で
番
蓑
は
・
私
の
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粘
デ
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三
八
　
（
ゴ
ニ
ハ
六
）

家
に
一
七
八
六
年
の
年
号
が
あ
る
、
一
枚
の
デ
丁
ブ
ル
掛
け
を
保
存
し
て
居
り
、
此
の
年
号
は
此
の
品
物
の
図
中
へ
芸
術
味
豊
か
に

織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
の
テ
ー
ブ
ル
掛
け
は
曽
祖
母
の
代
か
ら
伝
来
し
、
而
し
て
私
は
、
彼
女
の
勤
勉
在
手
が
次
に
来

る
世
代
の
為
に
制
作
し
た
も
の
を
利
用
し
得
る
ご
と
を
考
え
る
と
、
私
は
幸
福
で
あ
る
。
故
に
古
い
相
続
品
は
、
其
等
が
仮
令
流
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

に
遅
れ
て
い
よ
う
と
も
、
敬
重
す
可
き
で
あ
ろ
う
。
Ｌ
。

　
「
経
済
」
（
婁
・
尋
｝
註
・
ぎ
３
と
云
う
一
一
膏
葉
を
基
本
語
に
組
ん
だ
複
含
語
、
例
え
ば
昌
。
里
０
ｑ
。
、
ま
、
け
。
。
。
｝
凹
津
（
自
給
白
足
経
済
）
、

ま
雰
３
ま
ま
・
蓉
訂
津
）
（
需
要
充
当
経
済
）
等
と
並
ん
で
、
氏
の
造
語
に
な
る
言
葉
に
、
ま
く
。
、
、
、
暮
一
、
け
。
。
。
げ
四
員
貯
蔵
経
済
）
と
云
う

字
が
あ
る
が
、
之
は
現
在
の
消
費
生
活
と
往
時
の
其
と
を
比
較
考
察
す
る
秘
鍵
と
し
て
、
著
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
氏
の
創
案

に
な
る
経
済
発
展
段
階
説
の
中
の
、
最
初
の
段
階
で
あ
る
封
鎮
的
家
内
経
済
（
皇
・
。
ｑ
。
。
。
。
巨
。
。
。
。
。
。
箏
。
｝
、
目
。
。
ま
、
け
。
。
。
ブ
。
｛
け
）
に
於
て
は
、

生
産
と
消
費
と
が
同
一
の
経
済
単
位
の
中
で
営
ま
れ
る
ご
と
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
１
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
薪
な

る
需
要
が
形
成
さ
れ
る
ご
と
に
対
し
て
は
、
大
な
る
障
碍
に
直
面
す
る
訳
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
に
は
一
種
の
制
動
機
が
置
か
れ
、

此
の
制
動
機
は
欲
望
を
充
当
す
る
為
の
手
段
を
先
す
作
る
必
要
か
ら
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
欲
望
と
其
の
充
当
と
の
間
に
は
、
展
太
長
期
の
時
間
が
割
り
込
み
、
追
随
す
る
生
産
が
之
を
詐
す
場
含
に
於
て
の
み

初
め
て
欲
望
を
充
当
す
る
ご
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
加
え
此
の
段
階
の
経
済
は
農
業
に
立
脚
す
る
故
に
、
多
く
の
自
然
的
偶
発
事

件
に
曝
さ
れ
、
其
の
収
穫
は
自
然
の
成
り
行
に
依
存
し
、
豊
作
と
凶
作
と
は
互
に
交
替
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
か
か
る
経
済
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ハ
）

を
表
わ
し
た
も
の
が
、
氏
の
所
謂
「
貯
蔵
経
済
」
（
畠
・
く
冒
轟
蔓
｛
ま
・
ぎ
｛
け
）
で
あ
っ
て
、
之
に
あ
っ
て
は
、
財
貨
の
構
成
に
於
て
は

所
得
と
財
産
と
が
、
叉
財
産
に
於
て
は
消
費
手
段
と
営
利
手
段
と
が
、
何
れ
も
別
た
れ
す
、
例
え
ば
紡
車
と
連
椥
は
椅
子
、
卓
子
と

同
様
に
家
具
で
あ
り
、
倉
庫
に
堆
積
さ
れ
た
穀
物
と
地
下
蔵
の
果
実
の
貯
蔵
さ
れ
た
も
の
と
は
、
消
費
財
で
あ
る
と
同
様
に
、
生
産



手
段
で
あ
る
。
貯
蔵
経
済
に
就
て
、
白
叙
伝
で
は
、
次
の
様
在
、
可
在
り
抽
象
的
な
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
、
「
、
恐
ら
く
往
時
の
貯

蔵
経
済
（
ま
ｏ
く
◎
・
ｓ
房
ま
ま
ｏ
茅
津
）
は
、
総
て
の
点
に
於
て
は
倹
約
的
で
あ
り
且
つ
経
済
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
紬

心
に
節
約
さ
れ
る
多
く
の
も
の
は
、
此
の
経
済
に
ー
あ
っ
て
は
、
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
し
経
済
技
術
的
に
ー
利
用
さ
れ
た
い
在

ら
ぱ
、
今
目
失
わ
れ
る
多
く
の
も
の
も
亦
、
然
し
節
約
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
日
と
は
異
っ
た
見
積
り
を
為
し
た
の
で
あ
っ
た

し
、
叉
展
六
全
然
見
積
り
な
ど
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
経
済
は
寧
ろ
多
く
の
自
然
物
に
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

経
済
は
合
理
化
（
寮
ま
量
豪
一
・
昌
畠
）
の
原
則
に
支
配
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
」
此
要
約
さ
れ
た
、
而
か
も
頴
敏
な
記
述
は
、
今
日

の
経
済
と
往
時
の
其
と
を
峻
別
す
る
に
資
し
、
経
済
史
的
事
実
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
も
、
稗
益
す
る
処
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
我

国
の
江
戸
時
代
に
於
る
実
例
に
就
て
見
れ
ぱ
、
「
天
下
を
治
る
に
穀
を
貴
び
貨
を
賎
し
む
る
は
古
の
善
政
也
。
先
王
の
道
也
。
穀
は

艮
の
食
物
也
。
食
は
異
の
天
也
。
一
目
も
な
く
て
は
叶
わ
ぬ
物
也
。
貨
と
は
金
銀
貨
也
。
金
銀
は
勝
れ
た
る
宝
と
人
毎
に
ー
思
え
ど
も

飢
え
た
る
と
ぎ
金
銀
を
噛
て
は
腹
充
す
、
一
椀
の
粥
を
畷
れ
ば
死
を
免
が
る
。
」
と
か
、
「
米
穀
は
人
の
命
に
か
か
わ
り
候
物
に
て
、

無
此
上
大
切
な
る
も
の
　
、
凶
年
等
に
至
り
候
而
は
、
軽
き
も
の
寒
中
一
衣
を
ぬ
ぎ
て
米
を
買
い
て
も
猶
足
ら
ざ
る
時
は
餓
死
に
も

可
及
候
。
」
在
ど
と
い
え
る
類
は
、
枚
挙
に
ー
邊
な
き
程
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
貴
穀
賎
重
の
思
想
が
、
当
時
浴
ね
く
り
行
わ
れ
た
の

　
　
（
一
八
）

で
あ
っ
た
。
然
し
豊
年
に
於
て
は
、
米
穀
を
浪
費
し
た
傾
向
も
、
荏
い
で
は
底
か
っ
た
。
原
上
無
休
と
云
う
人
が
天
明
七
年
に
「
五

穀
無
尽
蔵
」
と
題
す
る
一
書
を
編
ん
で
い
る
が
、
之
は
養
和
、
寛
文
よ
り
享
保
、
天
明
に
至
る
ま
で
の
凶
年
の
串
来
事
を
記
し
、
併

せ
て
備
荒
貯
蓄
、
窮
民
賑
池
の
方
法
等
を
も
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
中
の
一
節
に
－
、
天
明
元
年
五
日
今
宮
神
事
の
翌
目
、
「
予

他
に
出
る
事
有
て
折
節
雨
降
た
り
し
が
鮨
の
飯
を
家
次
の
門
先
に
捨
し
ご
と
誠
に
磯
打
白
浪
を
見
る
ご
と
く
、
同
月
六
月
十
四
日
紙

園
会
の
後
、
辻
カ
の
門
際
に
ま
た
鮨
の
め
し
を
捨
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
く
さ
り
あ
る
を
見
て
」
云
六
と
い
え
る
如
き
、
其
の
一
例
で
あ
り
、

　
　
カ
ー
ル
・
ピ
。
ユ
ヒ
ァ
ー
の
白
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
ご
ニ
ハ
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
号
）

か
か
る
風
習
は
殊
に
都
市
に
於
て
甚
し
か
っ
た
様
で
あ
る
。
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（
一
六
）

（
一
七
）

Ｕ
ｏ
『
ｏ
ｏ
９
す
〇
一
■
¢
ず
ｏ
目
ｏ
ｏ
ｏ
ユ
目
目
０
ｈ
巨
自
胴
ｏ
ｐ
－
．
射
ｐ
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
ｐ

本
庄
栄
治
郎
兎
著
「
目
本
経
済
史
話
」
一
四
五
－
四
六
頁
。

三

　
以
上
、
氏
の
学
説
と
其
の
生
活
断
片
と
の
関
係
に
就
て
略
述
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
「
自
叙
伝
」
全
般
に
亘
る
考
究
は
、

之
を
他
目
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
今
次
に
其
の
巻
首
な
る
、
氏
の
も
の
し
た
序
文
を
紹
介
し
、
以
て
本
書
成
立
の
事
借
を
明

か
し
て
置
き
度
い
の
で
あ
る
。

　
私
に
好
意
を
持
つ
友
人
達
は
、
私
の
人
生
か
ら
の
諾
回
想
を
書
き
下
ろ
す
様
に
、
私
に
展
六
態
種
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
私
は

誰
の
為
に
そ
ん
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
可
き
か
、
叉
役
に
立
つ
可
き
か
と
云
う
こ
と
を
、
長
い
間
暁
る
ご
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
過
去
の
こ
と
を
掘
り
返
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
少
し
も
多
く
の
時
間
を
余
分
に
持
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し

て
将
来
を
過
去
の
重
味
で
荷
負
わ
す
こ
と
は
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
賛
成
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
最
近
私
に
、
就
て
薪
聞

で
、
私
が
常
に
無
性
な
人
間
で
押
し
通
し
て
来
た
と
云
う
こ
と
が
、
言
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
人
間
に
取
っ

て
は
、
曽
て
の
農
村
青
年
か
ら
今
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
大
学
教
授
ま
で
の
、
長
い
道
程
が
、
如
何
に
辣
栗
多
く
生
成
し
た
に
相
違
な
か

っ
た
と
云
う
こ
と
が
、
漸
く
私
に
意
識
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
私
が
殆
ど
忘
れ
て
了
っ
て
い
た
処
の
私
の
幼
年
時
代
の
一

事
件
が
、
急
に
私
に
蘇
み
返
っ
て
来
た
。
ダ
ウ
ボ
ル
ン
（
一
）
竃
す
・
；
）
に
於
る
、
老
牧
師
の
ブ
ェ
ラ
ー
（
票
豪
・
）
と
云
う
人
が
、
私
の

父
に
、
彼
は
私
に
学
問
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
っ
た
時
に
、
母
は
私
に
向
っ
て
次
の
様
な
こ
と
を
欽
し
て
云
う
た
の
で
あ
る
。

「
御
前
は
官
吏
に
な
る
可
き
で
あ
る
。
小
僧
よ
、
ど
う
し
て
御
前
に
は
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
ト
れ
に
は
御
前
は
全

　
　
カ
ー
ル
．
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
白
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
三
六
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
早
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
三
七
〇
）

然
適
し
て
い
な
い
。
Ｌ
。
母
は
此
の
こ
と
を
恐
ら
く
最
も
よ
く
意
識
し
て
い
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
慶
六
私
は
後
年
に
次

の
様
在
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
在
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
却
ち
私
の
様
在
人
六
は
淋
し
い
農
舎
で
田
畑
を
耕
作
し
、
而
し
て
そ
の
家

畜
を
隣
む
方
が
元
来
適
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
是
等
の
人
友
は
此
の
、
大
な
る
世
界
に
は
容
易
に
精
通
せ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し

そ
の
為
に
は
、
正
に
最
も
必
要
友
も
の
が
挟
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
訳
で
私
は
郷
関
を
出
で
、
而
し
て
仮
令
私
に
は
そ

の
為
に
必
要
な
追
随
性
が
な
か
っ
た
け
れ
共
、
多
く
の
こ
と
を
通
じ
て
迂
回
曲
折
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
如
何
に
し
て
生
じ
て
来
た
か
を
、
偽
ら
す
に
公
開
す
る
こ
と
は
、
多
分
価
値
な
し
と
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
大
抵
の
、
他
の

人
生
よ
り
も
よ
り
多
く
の
宿
駅
を
趣
え
て
行
つ
た
巡
礼
に
於
て
は
、
そ
う
で
あ
る
。

　
此
の
巡
礼
は
、
仮
令
其
が
現
存
の
、
狭
睡
な
諾
制
度
が
許
し
た
可
能
在
ご
と
に
到
る
処
追
従
し
た
け
れ
共
、
常
に
必
す
し
も
開
拓

さ
れ
た
軌
道
で
は
歩
ま
れ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
慶
六
波
濤
が
私
の
人
生
の
小
舟
に
面
し
て
怒
号
せ
ん
と
す
る
様
に
見
え
る
、
然
レ

再
三
そ
れ
か
ら
切
り
抜
け
、
而
し
て
遂
に
港
に
入
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
然
し
此
の
、
私
の
個
人
的
の
運
命
の
為
に
、
私
の
起
稿

は
注
意
を
喚
起
し
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
私
が
経
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
在
か
っ
た
処
の
土
地
と
、
而
し
て
施
設
と
が
、
起
稿
に
値
す

る
様
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
点
に
於
て
、
私
は
恐
ら
く
文
化
史
の
一
断
片
を
書
い
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
断

片
は
其
が
一
個
の
人
生
の
糸
で
貫
か
れ
て
い
る
と
云
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
物
を
も
喪
失
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
が
汲
み
取
っ
た
資
料
に
就
て
は
、
言
ふ
に
は
僅
か
で
あ
る
。
最
初
私
は
全
体
を
一
九
一
七
年
の
夏
に
私
の
、
さ
さ
や
か
な
、
リ

Ｔ
ベ
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
（
巨
・
訂
易
至
■
）
の
村
居
で
記
憶
か
ら
殆
ど
一
気
に
書
ぎ
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
私
は
一
九
一
八
年
に

古
い
書
翰
類
を
捜
し
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
是
等
は
私
の
父
が
年
数
の
経
過
す
る
に
つ
れ
て
私
か
ら
受
取
っ
て
、
而
し
て
堪
念
に
保

存
し
て
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
其
の
後
二
年
に
し
て
、
私
の
、
亡
く
な
っ
た
妻
が
其
の
両
親
に
宛
て
た
消
息
が
出
て
来
て
、
是
等



は
私
が
其
の
遺
品
の
中
か
ら
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
私
の
父
、
私
の
兄
弟
達
、
而
し
て
友
人
達
、
特
に
ア
ー
．
シ
ニ
フ
レ
（
牢

○
ｏ
。
麸
撃
一
、
ア
ド
ル
フ
・
フ
グ
ナ
ー
（
ま
．
オ
品
墓
・
）
及
び
エ
Ｔ
・
ド
ニ
フ
ヴ
レ
て
（
軍
ｏ
。
■
凶
、
９
。
＜
。
）
が
私
に
宛
て
た
手
紙
類
が
、

加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
唯
私
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
時
代
だ
け
が
、
か
か
る
資
料
に
．
挟
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
処
で
は
、
私
は
全
然
私

の
諸
回
想
に
頼
っ
た
の
で
あ
っ
た
、
然
し
一
方
で
は
私
は
此
の
早
期
の
時
代
に
就
て
は
若
干
の
訂
正
と
、
而
し
て
補
完
と
を
前
揚
の

書
翰
類
か
ら
追
加
と
し
て
採
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
外
交
辞
令
的
な
入
念
を
私
は
少
し
も
要
求
せ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し

万
事
を
誠
実
に
私
の
胸
裡
に
生
き
て
残
っ
て
い
る
通
り
に
描
写
し
た
積
り
で
あ
る
。

　
之
以
外
に
、
私
の
人
生
の
過
程
が
動
機
を
与
え
た
処
の
、
若
干
の
、
折
に
顔
れ
て
の
演
説
が
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私

は
か
か
る
演
説
を
大
抵
予
め
書
い
て
置
く
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
私
は
脱
線
を
虞
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
と
し
て
は
、
其
の
愈
六
と

云
う
瞬
間
に
は
、
若
干
の
、
他
の
こ
と
が
、
言
わ
れ
た
か
も
知
れ
た
い
の
で
あ
る
。
然
し
気
分
画
が
其
で
あ
っ
て
、
而
し
て
か
か
る

も
の
と
し
て
、
是
等
は
安
じ
て
収
録
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
私
が
説
き
及
ぱ
な
か
っ
た
も
の
は
、
私
に
取
っ
て
は
全
く
重
要
で
な
い
様
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
凡
そ
人
間
は
人
生
で
忘
却
す

可
き
、
極
め
て
多
く
の
こ
と
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
起
る
時
に
吾
人
に
多
く
苦
痛
を
生
ぜ
し
め
、
而
し
て
頭
を
悩

ま
し
て
来
た
処
の
、
若
干
の
事
柄
は
、
後
に
な
っ
て
其
の
、
全
体
の
無
価
値
と
な
っ
て
露
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
忘
れ
る
要
求
だ
け
を

持
っ
て
い
る
人
間
が
、
何
の
為
に
是
等
の
事
柄
を
再
生
せ
し
め
、
而
し
て
何
の
為
に
此
処
で
そ
の
避
難
所
を
許
す
の
で
あ
る
か
。

　
私
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
（
幕
昏
暑
）
時
代
を
含
む
で
あ
ろ
う
処
の
第
二
巻
を
荷
お
書
く
に
充
分
な
時
間
と
気
分
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、

私
は
今
暫
言
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
が
此
の
序
文
を
書
い
て
い
る
間
に
、
私
の
幼
孫
は
私
の
室
の
床
上
に
座
し
、
而
し
て
彼
の
積
木
箱
の
、
小
さ
い
丸
木
か
ら
一
本

　
　
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
白
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
三
七
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
三
七
二
）

刀
長
い
列
車
を
組
み
立
て
て
居
り
、
此
の
列
車
は
「
仏
蘭
西
に
向
け
て
父
の
処
へ
」
走
る
筈
に
な
っ
て
い
る
。
芙
処
で
父
は
四
年
来

戦
場
に
い
る
の
で
あ
る
。
子
供
は
同
じ
年
頃
の
、
曽
っ
て
の
、
彼
の
父
の
様
な
顔
付
き
を
し
て
い
る
、
而
し
て
若
し
彼
が
私
と
同
居

し
て
い
る
な
ら
ば
、
私
は
展
三
二
〇
年
だ
け
若
返
っ
た
様
に
感
す
る
の
で
あ
る
。
彼
が
疲
れ
て
来
る
と
、
彼
は
私
の
膝
の
上
に
撃
ち

登
る
の
で
あ
る
。
私
は
老
い
た
る
手
を
彼
の
若
六
し
い
頭
の
上
へ
置
く
と
、
端
し
な
く
も
、
ソ
ホ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
、
次
の
様
塗
言
葉

が
私
に
浮
ん
で
１
来
る
　
「
わ
が
子
よ
、
汝
の
父
よ
り
も
幸
運
な
れ
、
さ
れ
ど
そ
の
他
は
父
と
等
し
く
あ
れ
、
か
く
て
汝
は
卑
し
き
者

た
ら
ざ
ら
ん
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ベ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
温
泉
（
国
邑
巨
争
ｏ
易
后
ぎ
）
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
八
年
九
月
升
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー

　
以
上
は
本
書
序
文
の
拙
訳
紹
介
で
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
は
教
授
が
転
住
さ
れ
た
都
邑
別
に
一
五
篇
に
分
章
さ
れ
、
夫
六
在
住
し

た
年
代
が
附
記
さ
れ
て
い
る
、
却
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
．
キ
ー
ル
ベ
ル
ク
（
宍
－
｝
暮
ｏ
ｑ
二
餉
ミ
ー
Ｈ
零
－
）

二
・
ダ
ウ
ボ
ル
ン
（
Ｕ
”
目
す
◎
昌
一
Ｈ
ｏ
◎
實
１
－
撃
○
ｏ
）

三
・
ハ
ダ
マ
ー
ル
（
夢
ま
竃
二
婁
｛
嚢
）

四
・
ボ
　
　
　
ン
（
団
◎
昌
二
〇
・
塞
｛
ｏ
・
雪
）

五
．
ヘ
ッ
ペ
。
ン
ハ
イ
ム
（
｝
Ｏ
君
彗
ぎ
ぎ
二
〇
・
竃
｛
◎
・
¢
的
）

六
．
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
ｏ
津
艘
目
ｏ
ｑ
¢
阜
■
◎
ｏ
ｏ
的
１
Ｈ
零
り
）

　
　
一
頁

五
五
頁

六
七
頁

八
九
頁

一
〇
二
頁

二
〇
頁

－

山
…＾川山

－
止



　
　
　
七
・
ボ
　
　
　
　
ン
（
吋
ｏ
昌
し
ｏ
・
ｏ
甲
一
〇
◎
ざ
）
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
頁

　
　
　
八
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
（
ｏ
◎
宗
。
・
訂
曇
－
。
。
声
）
　
　
　
　
　
　
二
一
八
頁

　
　
　
九
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
＞
旨
。
・
冨
ま
旨
二
〇
・
芦
｛
ｏ
ｏ
ｓ
）
　
　
　
二
二
七
頁

　
　
　
一
〇
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
（
－
）
與
昌
昌
…
早
－
雪
Ｎ
Ｉ
Ｈ
ｏ
◎
轟
）
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
頁

　
　
　
＝
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
（
字
彗
薫
昌
け
與
冒
峯
巴
目
）

　
　
　
　
　
Ａ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
レ
（
一
）
宥
ミ
事
一
〇
易
ｏ
；
一
・
Ｈ
。
・
べ
。
。
１
お
芭
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
四
頁

　
　
　
　
　
Ｂ
・
ブ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
薪
聞
（
宴
ｏ
睾
彗
奉
鼻
９
Ｎ
黒
；
胴
二
零
。
◎
工
轟
ｏ
）
　
　
二
一
四
頁

　
　
　
；
・
、
・
一
ユ
ン
ヘ
ン
（
峯
ま
ｏ
ぎ
早
晶
胃
－
お
ｏ
◎
Ｎ
）
　
　
　
　
　
　
二
四
九
頁

　
　
　
三
・
ド
ル
パ
ッ
ト
（
－
）
◎
君
崇
Ｈ
露
Ｎ
ｌ
畠
轟
）
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
頁

　
　
　
一
四
・
バ
　
Ｔ
ゼ
　
ル
（
霊
。
・
♀
Ｈ
ｏ
・
轟
山
ｏ
◎
８
）
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
頁

　
　
　
呈
・
力
ー
ル
ス
・
ル
ー
工
（
宍
弩
耳
亭
９
－
ｏ
◎
８
｛
ｏ
◎
竃
）
　
　
　
四
五
七
頁

　
此
の
内
容
競
目
か
ら
も
分
る
通
り
、
氏
が
人
と
為
っ
た
一
八
四
二
年
か
ら
一
八
九
二
年
迄
の
、
却
ち
四
五
年
間
の
自
叙
伝
で
あ
り
、

氏
が
其
の
生
涯
を
閉
ぢ
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
八
三
年
の
全
生
涯
中
、
約
其
の
前
半
生
が
含
ま
れ
て
い
る
訳

で
あ
る
。
氏
の
残
し
た
業
績
の
中
で
、
最
も
博
く
読
ま
れ
た
「
国
氏
経
済
成
立
起
源
論
」
が
公
刊
さ
れ
た
ラ
ィ
プ
チ
ヒ
時
代
が
な

い
の
は
、
塁
に
残
念
で
あ
る
。
然
し
氏
が
薪
聞
学
の
発
達
に
貢
献
す
る
契
機
と
在
っ
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
の
記
者
生
活
を
送

っ
た
時
代
は
、
幸
に
も
此
の
第
十
；
早
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他
目
叉
別
に
稿
を
起
し
て
、
此
の
点
に
顧
れ
る
こ
と
に
す
る
。

而
し
て
此
の
方
面
の
氏
の
論
稿
は
、
内
外
の
世
界
人
名
辞
典
の
何
れ
も
が
、
氏
の
伝
記
を
叙
す
る
や
、
氏
が
後
期
歴
史
派
経
済
学
者

　
　
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
自
叙
伝
に
つ
い
て
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
三
七
三
）

・
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
菱
奏
　
、
、

ポ
　
　
辛

ヰ
い
欺



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
三
七
四
）

と
し
て
活
躍
し
た
以
外
に
、
荷
ぼ
独
逸
新
聞
学
の
発
達
に
寄
与
せ
し
ご
と
の
多
大
な
る
を
合
せ
記
し
て
い
る
の
に
見
て
も
分
る
通
り
、

今
後
一
層
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。




